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となり維持保全が図られている世界的に重要な地域
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【問題点】

〈能登棚田米〉
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課題名：世界農業遺産を契機とした奥能登の特徴を活かした水稲の生産振興
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格を形成するため、協議会の営

業活動を支援

新たなニーズを探る

や企業を巻き込んだ活動支援

（産直米、ギフト商品などの新

規需要の開拓）

○地元消費、ふるさと納税等での

ファン、応援団

ボランティアを活用した取組

の継続 

現在は４ＪＡでの取組である

が、能登７ＪＡ

ド米として明確化する

○環境保全型農業と売れる米づ

くりの両立 

→ＪＡによる

売を支援 

○中能登農林総合事務所と

域連携活動を

今後の課題 

、棚田保全活動】

○点（個人）から面（集落）への

H31 目標：100ha

○共同乾燥施設の活用等新たな

集荷体制の構築支援 

○棚田保全活動の拡大 

販売】 

地域の担い手にも魅力ある価

するため、協議会の営

業活動を支援 

ニーズを探るため、米卸

や企業を巻き込んだ活動支援

（産直米、ギフト商品などの新

規需要の開拓） 

○地元消費、ふるさと納税等での

、応援団づくりのため、

ボランティアを活用した取組

現在は４ＪＡでの取組である

能登７ＪＡのトップブラン

明確化する 

○環境保全型農業と売れる米づ

 

ＪＡによる能登米の

 

○中能登農林総合事務所と

を継続・強化

】 

○点（個人）から面（集落）への

100ha） 

○共同乾燥施設の活用等新たな

地域の担い手にも魅力ある価

するため、協議会の営

ため、米卸

や企業を巻き込んだ活動支援

（産直米、ギフト商品などの新

○地元消費、ふるさと納税等での

のため、

ボランティアを活用した取組

現在は４ＪＡでの取組である

トップブラン

 

○環境保全型農業と売れる米づ

能登米の直接販

○中能登農林総合事務所との広

継続・強化 


